

















の保育科では、前期に必修科目として宗教学の授業を行っています。そして、後期には仏教保育という授業を必修科目にしています。本学保育科では、どちらも卒業必修科目ですから、これらの単位を取得しなければ卒業できないという、とても大切な科目として位置付けています。宗教学の授業では、宗教を基盤に生活をしている人々の価値観について学んでいます。日本では、特定の宗教に所属していると意識し る人たちは二十パーセント前後だ 言われています。ということは、残りの八十パーセントの人たちは、自らが何ら の宗教に所属しているという意識を持たずに暮らしている いうことにな ます。　
では、世界全体を見渡した場合はどうでしょうか。例えば、全世界でキリスト教を信仰している人たちは人口比で
約三十パーセント程度だと言われています。また、イスラム教を信仰している人たちは約二十パーセント前後だといわれています。と うことは、地球上の人口の約半数近くが一神 だということになります。さきほど、五十パーセントを超える人たちが一神教を信仰している 言いましたが、さらに、日本人の八十パーセントが特定の宗教を信仰しているとは言えないと答えているわけですから、その意味において、多くの日本人は宗教的
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いただければと思います。まず、仏教保育の授業の流れについて触れたい 思 ます。まず最初の授業では、仏教保育の共通点を明確にした上で仏教保育の定義を示して ます。そして、次に釈尊の一生を概観し、釈尊自身 生観について考察を加えています。さらに、仏教の考え方を仏教保育の視点で捉えるとど ような解釈が可能 か
保育者論としての仏教保育―仏教保育の理念と授業実践―
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という点について具体的な事例を挙げて説明をしています。仏教は、人生をいかに生きるかということが一つの大きなテーマになって ると解釈できると思います。ですから、仏教を学ぶことで学生自身が自らの人生をどう捉え直すことができるかという点が重要な視点になってくると考えています。すなわち、保育者が人生をど ように捉えるかという人生観が、保育者自身の保育観を形成してい 土台になる、その人生観について問いかけるということが仏教保育の根底にある理念であるということ す。ですから、仏教保育を学ぶということは、どのような保育者になりたいのか、どのように子ども達を保育していきたいのかと う保育者論に直結して くと思っています。そのような意味で「保育者論としての仏教 」という視点で仏教保育の授業を展開し　
続いて、仏教保育を学ぶことの意義についてもう少し詳しく述べていきたいと思います。まず、明確にしておかな












ているかということについて言及していきたいと思います。まず、本学の仏教保育では、「いのち」の繋がりということについて考えます。例えば、自分の「 のち」は、自分だけのものかという問いに対して、みなさんはどのようにお答え なられるでしょうか。自分の存在というものを考えたときに、やはり、「いのち」の繋がりという視点に立つと、まずは両親の存在が意識されるのではな かと思います。そして、祖父母、曾祖父母とどんどん遡っていくことで「いのち」の繋がりを意識できるのではないかと思います。 の「いのち」は 両親、祖父母 曾祖父母と三代遡っただけでも、十四人の「いのち」を受け継いでいることになります。そして その「いのち」が長い時間を通じて一度も欠ける なく繋がってきたからこそ今 自分が るわけで 例えば 奈良時代や鎌倉時代、江戸代におい も自分の先祖は必ずその時代を力強く生き抜いて て次の世代に「いのち」を繋いでくれた、そ おかげで自分は今、存在しているわけです。そ よ な感覚があれば、自分の「 のち」は自分だけ ものであるとはとても言えないのではないかと思 ます。多くの先祖に支え れて の あ うことを感じることが きていれば、自分の「 ち」は だ のものだと う 方にはならな と思います。日本の家庭が核家族化する前は各家庭に仏壇があり、頂き物があった際には、仏壇に一度お供えをして そのお下がりを ただくという習慣があったと思います。そのような日常においては そのつど先祖との「いのち」の繋がりを自然 感じ取れていたのだろうと思います。しかし、現代 核家族化の進展 と 仏壇 ある家も少 く って るでしょうから そのような体験を日常的に ることも少 くなっ きているのではないかと思います。 あ らば、将来、保育者になる学生には、敢えてこの時期に仏教保育を通して「いのち」 繋がりというこ につ て意識的に考える機会を持って欲しと思っています。「いのち」の繋 りを意識できれば 大切さも同時に実感できる ではな かと思います。そして、それが、保育者の人生観と保育観にも影響を与えるの ないか 考えています。　
今お話しした「いのち」の繋がりは縦方向の「いのち」の繋がりですが、横方向の「いのち」の繋がりということ
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についても考える必要があるのではないかと思います。それは、「食べる」ということについて考えるということです。生きていくためには食べるというかたちで「いのち」を頂くことになります。「いのち」の繋がりという視点で考えると、「いのち」が食べ物になっていくという過程があります。例えば、魚を釣ってきて捌いて食べる、ブタなどを育て屠畜して食べるなどということがあります。一昔前は、それを目の前で目に見える形で行って たと言えます。ですから、「いのち」が「食べ物」に変わる瞬間を可視化できていた訳です。しかし、現在は、そこが完全に見えなくなってしまった。「 のち」が「 物」に変わっていくと う「 のち」の移り変わりが見えなくなってしまったということがあります。また、私たちの食べたものが排泄されて、それが田畑に散布されて肥料になり、それが新たに自然を育んでいく う「いのち」の循環も見えづら なってしまいまし 。 あるならば せめ 保育者になる学生 は、「いのち」が 食べ物 に り、排泄されたものが新たな「 のち」を育むという食の循環について知っておいて欲し と思いま を頂いているということにつ て自覚できれば、「いのち」を頂いている自分は、それ 見合った生き方をしているだろうかという自らの人生につ の問 かけにも繋が ではないかと思います。禅宗では、食事の前に「五観の偈」とい 偈文を唱えてから頂きますが、そ 意味は、今申し上げた精神が内包されてい と言えると思 ます。　
そのように考えていくと、私たちは、縦方向と横方向の「いのち」の繋がりによって生かされていると言えるので
はないかと思います。保育者が子ども達に「いのち」の大切さを伝えて くということは難し こ であると思いますが、日常的な保育者の姿勢として、そのことを自覚 ているのと ないの では、やはり、子ども達を保育していく際の視点が異なってくる では いかと思います。　
これまで、「いのち」を中心に仏教保育の具体的な考え について発表してきましたが、次 「こころ」の部分に
ついて言及したいと思います。本学の仏教保育では、釈尊の 涯を概観することで仏教 つ ての理解を深め
保育者論としての仏教保育―仏教保育の理念と授業実践―
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ことも重要な視点であると考えています。釈尊の生涯を構造化して捉えるとどうなるかということですが、釈尊は悟りを得るまでの前半生において人生は苦しみに満ちていると感じていたと言えるのではないかと思います。生老病死を四苦としたことにそれが象徴的に現れていると思います。それはすなわち、現実生活に対して悲哀を感じていたということなのだと思います。人間は不安と苦しみの中に生きているということを実感し、人間はどうして生まれ、老い、病み、死んでいかなければならな のか いう問題 直面したということです。そのように考える 釈尊の前半生は、悲観的人生観に基づいていたと言え ではな か して、悟りを得てからはある意味で楽観的人生観に転換していったと考えても いように思います。人生は苦しみの連続であるけれどもその苦しみを受け入れながら限りある「いのち」を慈しみを持って味わい、力強く歩んでいくことを推奨した 考えることができるのではないでしょうか。そして これ 仏教保育の 捉えると、子どもたち は人 の様々な苦難 乗り越えて力強く生き抜 て欲しい、そのための保育 はどのような保育であ のかと うことを日常の保育実践の中で保育者自身が考え続けていくことが重要になると言えるのではな か 思 ます。　
ここですべて挙げることは不可能ですが、釈尊に関する様々な説話や仏教の教義を仏教保育の視点で捉えることが




を最もシンプルに表現すると、すべてのものは原因と縁と結果の連鎖によって生じるということだと解釈していいと思います。少し大ざっぱな説明になってしまいますが、例えば植物を例にしてみると、種が原因、水や日光や養分が縁、実が結果だと表現 ることが可能になるのではないかと思います。それを次は人間に例えてみると、原因はもともと持っている資質で、縁が環境、結果が成果という形で図式化が可能になるかも れません。そのよ に考えると、環境とし の縁がとても重要であるこ がわかり す。保育は環境を通して行うというこ が前提になっていますが、保育における環境は保育者の関わり かなりの部分を占めている 考えていいのではないか 思います。ですから、仏教 の視点から考えても としての保育者の子ども達へのか わりが大変重要であると言えるのではないかと思います。　
その他にも仏教には様々な教義がありますが、ここでは、四諦について仏教保育の視点で考察を加えてみたいと思














いと思います。や り、学生には仏教保育を学ぶことで、いかに人生を歩んでいく か いう人生観を明確に意識する一助にして欲しいと思います。そして、その人生観を通して 者としての資質 向上 はかって欲しいと思っています。保育所保育指針にも、「子 もの最善の利益を考慮し、人権 配慮 た保育を行うため は 職員一人一人の倫理観、人間性並びに保育所職員 して 職務 び責任 理解と自覚が基盤と る。」 あります。先ほどの宗教学の話の中でも触れましたが、人間 倫理観 ついては、世界の多くの人々 対し宗教が担ってきたというところがあるのではないかと思い す。 かし、日本では、日常生活にお て宗教的価値観をあまり意識し ない人が多いと言えます。ただし それは、例えば仏教で言えば、日本人の中 仏教的な考え方 沈着しすぎて意識していないだ
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けだという解釈もあるのではないかと思います。それを改めて意識することで仏教の考え方を保育に生かしていくというのが仏教保育の目的の一つでもある 考えています。そして、本学の仏教保育では、人生をどう捉えるのか、子ども達に将来的にどのような人生を歩んで欲しいのかということを保育者自身が哲学的に探求していく姿勢が重要であると思っています。そ 意味で、仏教保育は、保育者論を説いている側面があ と考えています。　
限られた時間の中での発表でしたので、本学の仏教保育における考え方と授業内容のすべてを紹介できたわけでは
ありませんが、以上で「保育者論として 仏教保育」につ ての発表を終わりたいと思います。ありがとうございました。【追記】本稿は、平成二十九年六月十日に行われた鶴見大学仏教文化研究所公開シンポジウム「仏教に学ぶ保育の原
点」において発表した内容について加筆、再構成しまとめたものである。
